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また岩脈は周囲の岩石と斜交することがその重要

な特徴でもある.

貫入岩'

貫入岩は地下の深いところから上昇してきたマグマ

(岩簸)カミ地殻を構成する岩石中に貫入し地表に噴出し

ないで地下において固結したものである.したカミって

われわれカ搦在地表で観察することのできる貫入岩体は

侵食の結果地表に露出するようになったものである.

写真上でこれらの岩体は写真の階調および肌理そ

れらをおおう植物被覆地形的特徴などの違いから周

囲の岩石と区別することができる.もちろん貫入岩の

場合にも判読の対象としてそれぞれの岩質も可能狂限

り考慮しなければならないかとくにそれぞれの形態

大きさそれらカミ貫入した母岩との関係が非常に重要な

判読の対象となる.この点水平的な広がりぱかりで

なく立体的に観察することができる空中写真カミ偉力を

発揮することは容易に想像できるであろう.すなわち

写真上では岩脈貫入岩床火山岩頭餅盤岩株

底盤などを一望のもとに区分することカ茎できまた周

囲の岩石との関係も同様に判読することができる.

岩脈は貫入岩のなかでも,もっとも普通にみられ

るものであって直線状の形態カ玉その根本的な識別の

千カ重かりとなる一このような直線状の形態は露岩地

帯では周囲の岩石との階調のコントラストから一見し

て区別することができ(第5g図)植物被覆のあるところ

では植物被覆の違v･によって識別できることがある.

しかしわが国のような温暖1湿潤扱ところでは植物

被覆と岩質との関連カミはっきり認められることが少なく

地形的特徴が非常に重要な手カミかりとなる(飾｡図)､す

なわち岩脈が風化･侵食に対して母岩より強い場合に

は凸出して山稜となり逆に弱い場合には溝状の凹

地となる.

岩脈は一般的に一定の方向性をもっており平行

放射状輸状交差状などの型がある2つ以上の岩脈

カ茎互いに交差する場合にそのいずれが新しいかは地

費図学上の読図と全く同様に容易に判読することがで

きる,

貫入岩床は堆積岩の層面に沿って貫入した板状の

火成岩体である.その写真上での判読は岩脈に比べ

て非常に困難である.すたわち周囲の岩石とは写

真の階調および肌理植物被覆の違いたどから識別す

ることカミできても堆積岩申その層理に平行に貫入する

ため非常に抵抗性のある岩石から泣る地層と間違いや

すい.もしそこに写真上で柱状節理カミ認められると

きには火成起原のものであることがわかるがなお堆

積岩中に爽有される熔岩との区別カミできない.

したがって貫入岩床は写真上その存在を予想するこ

とができるだけで野外調査の結果それが確認されるま

で決定的枚結論を下すわけにはいかない.貫入岩床

と堆積岩中に調和的に爽有される熔岩との根本的な違い

はその岩体の上下に急冷周縁相カミあることであるが

写真上でこれを認めることは不可能に近い.

火山岩頸は火道または熔岩栓とも呼ばれる.こ

れは熔岩の通路であったところで火山体の上部の熔岩

および火山砕屑岩カミ侵食によって取り除かれてはじめて

地表にあらわれその形および内容物赫観察されるの

である.その水平断面は円またはだ円形であってそ

の径は数10mから数100mまで大小さまざまである.

二股に火道をみたす熔岩は地表に溢れ出て固結した

熔岩よりもち密堅硬であって周囲の岩石か侵食されて

鍋鱗腐赦射状静脈遼雑う娼顕(然砿舳メギシ測)

潜熱㌶ぴ蛤脈獄燭騒然瀞扇ぶ抄階い階調を示し容易に写真上で識別

できるこれらは後食に耐えて周囲の着石より突出している
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しまってもこの部分だけが塔のように突出しているこ

とカ茎多い.周囲の岩石との境界はほぼ直立に近いか

漏斗状を呈している.このような場合に火山岩頸は周

囲の岩石より暗い階調を示し岩体には柱状節理カ茎認め

られまた放射状の岩脈カ茎これから派出していることカミ

ある(第59図).

しかし凝灰岩や火山病礫岩からなる火山岩頸は形

がやや不規則であり頂上には複雑な凹凸カミありその

急斜面には竪溝が認められる.

餓盤は堆積岩の層理に整合に入り込んだ貫入岩体

の一つであって上盤の地層をドｰム状に押し上げてい

る.岩体は均質塊状を呈してv'るのに対して周囲の

堆積岩は岩体をとりまv'て同心円状に分布し水系は

放射状あるv'は年輪状を呈する.また餅盤には岩脈や

貫入岩床赫伴われることが多い.一般的にv'って餅盤

はあまり激しい地殻変動を受けていない大陸地方の

地層中に認められるものであってわカミ国ではその実例

がない.

岩株･底盤は母岩の構造とは無関係に貫入した岩

体である.底盤は造山帯の核心部に造山運動と前後

して貫入したものである1したカ三って母岩である周

囲の地層は強v'摺曲をこうむっているのが普通である.

岩株や底盤は周囲の岩石とは写真の階調および肌理

侵食地形の特徴水系模様その他の違い柾とから比較

的容易に区分することができる.その輪郭はきわめて

不規則であり(第61図)局所的にはあたかも周囲の堆積

岩の層理に平行であるかのように判断される場合もある

カ重大きくみると全く無関係であることカミわかる.こ

のよう注関係は局部だけの観察でははっきりしなv'

ことが多い.底盤の大きさは小縮尺の写真を何秒寸)集

成してはじめて全ぼうを一望のもとに観察することカミ

できるほどで面積にして100km2以上に達する.岩

株は底盤によく似た貫入岩体であるカミその規模はず

っと小さい.底盤や岩株を作る岩石は広範囲にわた

って均質であり水系は樹枝状を呈するのが普通である.

またこのよう校均質性から写真上に均一な階調およ

び肌理をもって記録され植物被覆も高度差やその他の

要因によって支配されるような違いは別として岩全体

体を通じて大きな差カミ認められ狂いのが普通である.

さらに変成岩や堆積岩とは異なり片理や層理を全く

認められ住いことも一つの特徴である(第61図).

地形的特徴とは関係なくこのような大きな貫入岩体

には交差する節理系を伴うのが普通である(第61図,

第61醐これらは写真上にいろいろな形の線状の特徴

(photOgraphic1ineamentという)として記録されてい

る.すたわちこれら節理系の弱線に沿って風化侵

食カミ造むため乾燥地帯の露岩地帯では風化物によっ

て充填された滝として観察され厚い表土や植物被覆の

密な所では直線状の谷水系の直線部および稜線の線

状配列植物被覆や表土の違いによって生ずる写真の階

調の直線状変化などによって識別することができる.

既に述べたようにこれら節理系の間隔の粗密は岩

石の粒度によって変化する.したがって同一岩体内

において粒度の細かv'所と粗い所を区別することカミで

きる(第61図).また大きな岩体は花筒岩花筒閃緑

岩石英閃緑岩など種々の深成岩の複合体である場合

力茎多くこれらでは岩石の粒度の違いによる地形的特徴

の違いばかりでなく岩質によるいろいろな違いが認め

られることはもちろんである.

騒

変成岩

変成岩はそれぞれの原岩受けた変成作用の型さ

らに変成の度合によって著しい違いがある.

第b0図

堆積岩中に貫入した花開

斑岩の岩脈(延岡市北方)

この岩脈は写寅の地域

Gp……花岡斑岩

Sd･･･…砂岩Sか･･…頁柴子

岬こわたる大きな花闘婚

の貫入患休をとりまいて

弧状を呈し輪状岩脈と

考えられているものの一

部であるこの岩脈は

四万斗帯の未代未詳中生

層に貰入したものであり

周囲の堆積岩より侵食

に対して強く地形的に突

尚しているま淀植物

被覆に起困する写真の肌

理は斑状である岩脈

の商東側の未代未詳中生

層は北東一南西の走向を

示すことがはっきりし抵

い秘写貞で線状の嬢様に

よつて推定でき北西側で

は東北東一酉南酉の走

向で北傾斜を示すことカ皇

ケスタ状の地形から推定

できる�
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介第61図

化闇岩の岩株(鹿児島県高隈

山山地)

花間着体(Gr)は周囲と堆

積岩の構造とは無関係に貫入

しその外形は不規則である

花･闇岩とその周囲の被貫入時

代未詳堆積岩(S)とほ立

体視すると両者の間には顕著

な侵食地形の差が認められる

花闇岩体の上を流れる水需は

節理に支配されて西北酉一

東南東方向のものが顕著であ

るE地域でほ節理の間隔

が比較的細かく侵食地形が

他に比べてとがった地形を呈

しており細粒相に当たると

ころである

貫入火成岩の特徴.である破砕帯はA

地点におけるように暗い階調の植物被覆に

よってあらわ､される直線状のオウ部は

破砕帯である破砕帯は侵食されやす

くかっこれに沿って水分の含有量が多く

植物が生育している水系は非常によく

断層や節理に支配されていることに注意

第63図今

雛瓢岩の肩灰雛(福岡県平尾台'騰

変成作用を受け注い石灰拾柱は一般にち密

で堅くとカ三っているのにた.いして変成

作用を受けて結晶質となった石灰岩(大理

肩)の眉灰岩柱はこのよう1こ低く丸味を

おぴている�
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したがって強烈な動力変質を受けた変成岩のよう匁片

理の発達するものを除いて写真上でた花もに変成砦と

断定する根拠はほとんど扱い.層理は前述のと為り堆

積岩であることのもっとも根本的な要素でありかつ地

質構造の判読にも欠くことのできない要素である｡し

かし堆積岩を原岩とする変成岩の場合よほど条件がよ

くなけれぱ原岩の地質構造を写真上で判読すること

は難しい.いいかえれば変成岩地域の写真上で識別

できる片理は変成作用の結果生じたものであって原岩

夢)構造とは全たく無関係であることが多い曲

とくに岩石の露出が良好であってその原岩が非常

に対照的な色彩や岩質をもった岩石の互層から匁るよう

に場合以外には写真上で原岩の層理を識別することは

不適当である.一般的に堆積岩の場合変成作用の結

果岩石の風化侵食に対する強さも変わり風化侵食に

対して全く違った結果を示すようになるのであるが火

成岩を原岩とする場合には写真上原岩とほとんど変わ

らないあらわれ方をすることがある.しかし大理石は

写真上その原岩である石灰岩とほとんど変わらないあ

らわれ方をする.つまり石灰岩とその変成岩である

大理石とでは化学的組成において本質的に違いがなく

両者は等しく溶解地形を作っている(織聰畠第棚)出し

いていえぱ大理石の方が石灰岩に比べて低い丸味を

おびた地形を呈することが違いといえよう(鶏姻第鰯)申

このように変成岩を写真上で識別することにはい

ちじ･るしい制約がある.ことに変成砦の判読一般に通

じる公式がないことカミ金たくの未調査地域の判読を不

可能に近いものとしている.しかし部分的にでも

しっかりした変成岩の分帯がなされてv･るところでは

これと写真上の特徴を対比することによって一定の基準

を作りこれを周縁地域に適用してゆくことができる曲

構造の判読

これまでに述べてきたように地形約特徴は地表面

を構成する岩石の物理化学的性質に:楚配される坤しか

しこればかりで匁く岩石の地質構澄(節離断膳傾

動携曲欄蟻放との二次的変形)も地形的特徴を支配す

る重要狂要素である,したがって地形的特徴から逆

に地質構造を知ることができるのである､

水平腰

水平に堆積し榴曲のよう匁二次的変形を強く受けて

いない地層は隆起して台地を形作りこれを刻む谷壁

にその断颪を露出さ竜でいる(淋1(崎3εんジ).侵

食に対して抵抗性の強い地層は急斜面あるいは断崖を

抵抗性のない地鰯は緩斜面あるいはベンチを形作って

いる.重直写真ではこのような地形差(急斜面と緩斜砥

によって示される)はもちろんのこと各地層の写真の階調

および肌理あるいは植物被羅の違いなどが等高線に

ほぼ平行にあらわれる(郷姻)､

水平層あるいはほとんど水平に近い地層カ茎分布する地

域では地層毎に側方侵食に対する抵抗が一様であるた

め一般的に樹枝状水系模様が発達する.しかし樹

枝状水系模様芯げでは水平層とは断定でき鮎'｡す

なわち花鰯砦のような塊状均質な岩石ほいずれも流水

の側方侵食に対する抵抗力カ㌧様であって樹枝状水系

模様によって特徴づけられる.

傾斜層

堆積岩カミ傾斜している場合には'その層序断面が地表

にあらわれる.そのあらわれ方は地層の傾斜と地形

面の起伏によって変化する(第鰯).

地層面と地形面とカ茎全たく一致する場合(撤鰯)には

傾斜方向の判窟はきわめて容易である由厚い表土と植

物被覆のあるところでも地層の傾斜と地表面とがほぼ

一致L地層の傾斜と反対側の地表面の傾斜すなわち断

面の現れる側は急傾斜あるいは急崖をなしており写

真上で容易に傾斜方向を知ることができる(第鰯)､地

層の傾斜カ排常にゆるやかな場合&くに地層の境界が

明りように識別できる場合終は傾斜角の推定1ζ非常に

有効である由な晋かというと空中写真の立体模像上

では重直誇張のために傾斜が実際より数倍も誇張さ

れて観察され習熟すると中程凌の傾斜以下の場合には

クリノメｰタｰで測定するよりははるかに正確な場合

があるからである(綬述).

表土あるいは植物被覆のため地層境界を追跡できな

いところでは水系模様を検討することによって傾斜

方向を知為ことカミできる.一般に傾斜がゆるい場合

には地層の傾斜面に沿って流れる支流は長く逆層面

を流れる支流は短い(第1g図第43図).しかし前にも述べ

たように地層が6ぴ以上の急傾斜をなす場合にはしば

しばこの関係が逆になる(第65図}したがって正しい傾

斜方向を求めるためには単に支流の長さの違いだけでな

く水系図を作成し野外調査のデｰタを加え順層面と

逆層面はおける水系密度の違い写真の階調ならびに肌

理の違いなどを検討することが必要である.

(筆.管ほ地質部)

蕃不正N◎脳㈱0頁第51図の3砂層火山は砕屑火山に56の説明熔岩'

ムｰド絃携駕ドｰムにまた火山砕層岩は火山砕屑岩に32頁第52図は=

左右大レ劣黒ル第55図6説明文中2行目の恰多は阿多に1

第57図中央写蔦のスケｰル約2,OOOmは750mにそれぞれ訂正します｡=�
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第64図石灰岩と頁岩の水平層(カンサス地方)

この地域を構成する地層の岩質の差によって写真の階調にコントラストがみとめられるすなわち草におおわれた頁岩は暗い階調を示し石

灰岩は明るv'階調を示す層理は地形の等高繊こほぽ一致し階調によって示される模様がいたるところで環状を呈して樹枝状水系模様と相まっ

て水平層であることを示している薄い石灰岩層には溶解竪穴が認められなv'が所によってはその特徴ある風化侵食の状態から個々の肩灰岩

層を区別することができるす抵わち塊状のチャｰト質石灰揚のペンチの縁は丸味を帯びており薄い板状の肩灰岩のペンチの縁ばはつきりし

た地形の変観点があるまた部分的に地層の分布に沿って樹木や灌木林ががみられるのは水分の供給が多V'ことを示し地層Aは部分的に水溶

性である

介第65図

�

地層の傾斜の違い惇よる走向谷の支流の発達状況の差

A……地層の傾斜がゆるい場合B……地層の傾斜が急な場合

←第64図

地層の露頭面一地層と傾斜と地形面との関係

A…水平層B…垂直層C…地層が下流に向かって

傾斜する場合D…地層が上流に向かって傾斜する場

合(湊正雄･小池溝:地質調査法盲令書院第17図)�


